
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。

浦道　昌快 内線

会計 簡易水道事業特別会計

1

備　考

0.99

事業内容事業内容

平成28年度末
に、上水道事業
へ事業統合予定0.00

9,524

0.00

138

12,403

1.22

149

31年度

事業内容

2,049

30年度

00

27年度 28年度 29年度

2,049 03,500

22,333

1.24

26,494

1.49

0.00

7,4759,407 8,903

3,50012,926

11,885

0.00

職 員 人 数 （ 人 ）

そ の 他

22 18

全　体　計　画

14,609 0

26年度

12,926

年 度

① 事 業 費 ( 千 円 ）

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

一 般 財 源

14,609

82.3

事　業　期　間 平成 年度 平成

箇所

成
果
指
標

計画値 11

2

％ 66.7%

25年度

根拠法令、要綱等

国・県補助事業に
係る本市単独施策

700200

対　象　（者）
誰（何）に対して事業を
行うか

実　施　方　法

意　図
対象をどのような状態
にしたいか

10

27年度 28年度

平成 年度事務事業評価表（一般事業・継続）28

63.6%

水道法

備　考

簡易水道給水区域内の導・送・配水管及び給水世帯　【導・送・配水管延長　89.5㎞　給水世帯　700
戸】

26年度

簡易水道事業費

年度

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か

重 点 事 業

個 別 計 画

款

簡易水道給水区域内の安定給水を目指し、適切な水圧及び水量を確保するため、施設の適切な維持
管理を行う。

簡易水道事業費

簡易水道管理費1

1

施設維持管理（補修）事業（義務）

施 策

関 連 施 策

項

事 業 類 型

上下水道の整備

3

担当者名

簡易水道施設維持管理事業

部 局 名

　簡易水道給水区域内に安定した水を給水するため、給水及び配水管の維持管理を適正に行う。
　また、給水区域内の安定給水を目指し、突発的な漏水など、緊急に修繕工事が必要なものについて
は、指定工事店の当番制を確立して迅速に対応する。

目

事業コード

53-1114

大村市上下水道局

課 名

課 長 名

事 務 事 業 名

基 本 目 標

政 策 53-1114間ノ瀬　佳朗

作 成 日

内線快適で暮らしやすい都市環境の整備

機能的で環境と調和したまち

050304
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

　漏水などによる緊急時の流量測定を可能にするため、各配水系統に測定箇所（ピット）を設けた。
　このことで、早期に漏水範囲の絞り込みができ、的確な対応が可能となった。今後は、事業効果を継
続させ、有収率向上に努めたい。
　また、平成28年度末には、上水道事業に事業統合を計画している。

該当なし

高い

該当なし

低い 該当なし

該当なし

低い

やや高い 低い

低いやや高い やや低い

高い やや高い【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

その他の見直し

終期設定

今後の方向性

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

　本管から水道メーターまでの漏水事故は市の対応範囲と定め、既に水道料金の一部として負担されており、これ以上個人負
担を求めることは出来ない。

削減の余地あり 該当なし

効果
事業の改善・改革によって期待さ
れる効果は何か

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取
組をしましたか（昨年度の
【ACTION】の改善・改革の進捗等）

　簡易水道区域の漏水調査（緊急時の委託調査を含む）において、配水管だけでなく給水管も含めた
広範囲の調査を行い、修繕においても対象範囲を広げ、水道メーターまでの漏水修繕を実施した。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】

　漏水量を抑えるために、指定工事店の当番制度を活用し、迅速に漏水修繕を行う。また、公共工事コスト縮減対策にも取り
組む。

見直しの余地なし

削減の余地なし

やや高い

対象外

高い

【必要性】

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


